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五所川原工科高等学校

全日制

令和　７年　１２月　２３日（火）

令和　８年　　２月　　４日（水）
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番号 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目
標の達

1

・朝自習では、学年独自の課題に加え、全校生徒がスタディサプリを活用しながら学び直
しに取り組んだ。学習効果の検証は今後必要となるが、授業前に一旦気持ちを落ち着か
せるといった効果はあった
・1年生では、ベネッセのキャリアナビを総探に導入し、探究学習の意義、課題設定や調査
の方法など、次年度での本格的な調査・検証に向け、様々なノウハウを習得した。2年生で
は、授業で寝ないための様々な方法を科学的に検証したユニークな発表も見られた。
・五所川原ものづくり連絡会（五も連）加盟21社並びに東北能開大青森校と連携協定を結
び、生徒・教員の企業・学校訪問や、社員と本校生徒が小学校へ出向いて工作教室を行
うなど、ものづくりの魅力発信と人材育成を主眼とする新たな取り組みが行われた。

Ａ

・スタディサプリを導入して丸1年となることから、その効
果の検証が必要である。個別最適な学びの観点からす
ると、学力差の大きい本校生徒にとっては有効な学習
ツールではあるが、利用状況を管理者画面から確認
し、生徒に対し活用方法を指導助言する必要がある。
・電気科3年生が地元企業の指導を受けながら生徒玄
関にクリスマスイルミネーションを設置するなど、五も連
や能開大との連携行事のほとんどが工業科の生徒対
象だった。普通科の生徒に対しても地域産業の技術力
の高さを知り、キャリア意識を醸成するような取り組みが
必要である。

2

・教員も生徒と共に清掃し、髪の毛や綿ゴミも落ちていない程、校内美化が維持されてい
る。清潔で落ち着いた学校環境が、生徒の挨拶や言葉遣い、服装容疑にも好影響を与え
ている。
・運動会や文化祭では、生徒が創意工夫を凝らしながら主体的に計画・運営を行い、生き
生きとした教育活動が展開された。
・支援を要する生徒やいじめに関係した生徒に対しては、スクールカウンセラーの協力の
下、生徒や保護者の心情に配慮しながら担任や生徒指導部が丁寧に対応した。生徒の
心理的安全が回復傾向にあり、3学期以降は落ち着いた状況が続いている。

Ａ

・生徒の生活習慣やスマホの適切な利用については、
保護者の協力無くして改善することは難しい。担任を通
じた学校と家庭の密な連携と生徒指導通信等での情
報発信を強化していく必要がある。
・友人関係のこじれた原因が自分にもあることを理解で
きない生徒と、これはいじめだと主張するその保護者に
対し、SCからの説明やアドバイスは大変有効だった。
次年度もSCと連携しながら、丁寧な生徒支援を実践し
ていきたい。

3

・普通科生徒が学校行事や校内の様子を撮影した映像を、電子機械科の生徒が生徒玄
関上部の校舎壁面に夜間投影するなど、科同士が連携して本校の教育活動をPRした。
・本校生徒が、五も連加盟企業主催の小学生を対象とした工作教室のサポートに入った。
また、本校生徒と教職員による近隣小学校でのプログラミング教室を、長期休業を利用し
て3回開催した。
・五も連企業である富士電機津軽セミコンダクタの立佞武多に、囃子方のボランティアとし
て本校生徒・教職員が多数参加した。

Ａ

・普通科の就職希望生徒に、３年次に工業技術基礎と
情報Ⅱを履修させている。これ以外にも普通科と工業
科が連携できるような具体策を打ち出し、本校の特色
化を推し進めていきたい。2年生普通科の探究テーマと
3年生工業科の課題研究のマッチング等も考えられるこ
とから、普通科・工業科の密な連携・情報交換が求めら
れる。

4

・校内研修としては、スクールカウンセラーとの生徒に関する情報交換会を年2回、授業内
でのAI活用術、百問繚乱の取扱等を実施した。工業科では自発的に民間企業主催の先
進技能修得研修に参加する教員もいた。

・県教委発出の服務規律に関する文書は、校長指導の下、職員朝会やグループウェアの
掲示板で全職員に周知した。

Ａ職場環境の快適化

ア　ＩＣＴを活用した授業づくりにより、個別最適な学びと
  協働的な学びを一体的に充実させる。
イ　生徒が主体的に課題を発見し、多様な人々との協働
  で課題解決に取り組む探究学習を推進する。
ウ　地元企業や上級学校、地域社会との交流・連携を
  積極的に進める。

ア　基本的生活習慣を確立し、生徒が自ら責任を持っ
  て行動できる力（主体性）を育む。
イ　学校行事や特別活動を通じて、生徒が自己有用感
  や自己肯定感を得られる教育活動を重視する。
ウ　教育相談機能を充実させ、一人ひとりの多様性を
  尊重し、適切な情報共有を通じて生徒支援を強化
  する。

ア　普通科と工業科の学科間相互の交流及び協働活
  動を推進し、本校のブランド力を向上させる。
イ　学校ホームページや説明会、公開行事などを活用
  し、保護者や地域への広報活動を活発化する。
ウ　ボランティア活動や地域行事への参加を通じて地
  域貢献活動を行い、学校の活性化を進める。

ア　分掌や各委員会が効果的に機能する体制を整備
   し、教職員が共に学び合いスキルアップを図る。
イ　教育公務員としての服務規律を確保し、信頼される
  教職員を目指す。
ウ　心身の健康管理を徹底し、ワークライフバランスを
  確保する。

令和７年度　学校評価結果報告書（高等学校用）

学校整理番号

（1）学校教育目標
心身の発達及び進路に応じて、高度な普通教育及び工業教育を実践し、創造性と専門性を高めるとともに、幅広い知識と教養、向上心を育
み、主体的に社会の発展に寄与する人材を育成する。

学 校 名

の課程

（2）現状と課題

普通科・工業科併設の県立高校として５年目を迎え、国公立大学への進学から就職まで幅広い進路選択に対応するのはもちろんのこと、特別な配慮・
支援を必要とする生徒には学習支援計画を作成し、教員間で連携を図りながら丁寧で細やかな指導を行った。学校課題としては、①生徒の基礎学力向
上と学習習慣の定着、②コミュニケーションスキルを高めるなど、生徒の精神的な成長を促すような生徒指導の充実、③毎年続く入学者の定員割れに対
処するため、普通科と工業科の連携強化を図りながら、学校の魅力向上やブランド化を推し進めること等が挙げられる。

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（3）重点目標

本校の目指す資質・能力の育成（教養力・探究力・表現力・協働力・自走力）

豊かな人間性と社会性の育成（生徒指導の充実）

信頼される学校・開かれた学校づくりの推進 （9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

職場環境の快適化  学校評議員４名
小堀　勝幸（東北能開大青森校校長）
一戸　裕康（富士電機津軽ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ代表取締役社長）
笠井理嵯子（本校PTA会長）
安田 　 博（安田自動車板金代表取締役、本校OB）

（4）結果の公表 学校ホームページで公開する。

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価
（10）次年度への課題と改善策

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

（5）評価項目 （6）具体的方策

（11）総括
昨年度の報告書に記載した3つの課題、①生徒の基礎学力向上、②教職員のICTの活用力向上と業務軽減、③普通科と工業科並びに本校と地域の連携強化、のうち、②に関しては、高校入試の採点業務で百問繚乱をすべての教職員が自在に使用し、また、③についても五も連はじめ、
地域と連携しながら様々な取り組みをスタートさせることができた。残る①については、学力層が幅広いため、資格取得や検定合格といった生徒個々の目標達成に向けた支援を強化し、学ぶことへの満足感を少しでも高めるような指導を充実させることが重要と考える。

・県外への人材流出で、特に大学生の採用が厳しい。我
が社も含め、地域のものづくり産業存続のためにも、工科
高校との連携は今後も密なものにしていきたい。
・進路指導部が企画している県内外の企業経営者による
「社長と語る会」は、生徒にとって非常によい取り組みだと
思う。五も連の社長さん方にも参加してもらえれば良いと
思う。
・電気科では民間企業による出前授業を、かなりの回数
行っているようだが、そういった企業に就職していく生徒は
いるのか？

・生徒指導面で、工科の先生方もだいぶご苦労されている
かと思う。本校の学生達もそうだが、スマホは便利な反面、
学習にはマイナス要素だと思う。スマホに夢中になり、就
職活動が遅れる学生もいる。

・今年度のいじめ件数はどうなっているか？（認知件数は2
件。そのうち1件は経過観察・対応中）

・学校の魅力化と人材確保の必要性は本校も同様で、毎
年工科高校から学生を送っていただきありがたい。
・立佞武多の運行は工科さん無くして成り立たない。また、
今年度も卒業生が入社していただき感謝申し上げる。
・他地区の高校へ流出する生徒も多いようだが、バレーで
他地区から来ている生徒は？（青森2、八戸1、弘前１）

・服務規律の確保は、教職員の倫理観だけでは達成できない。その大元となる心身
の健康を維持するためにも、教職員間の密なコミュニケーションや年次休暇の取得
を推奨していきたい。本校のストレスチェックの結果は、全国平均100の総合健康リ
スクの指標が、令和5年から順に105→70→64と徐々に低減しており、次年度もこの
状況を推移していきたい。
・教職員全体に1日あたり10分早い帰宅を4月から呼びかけた結果、昨年度と比較
して一人あたりの在校等時間が毎月2～3時間減少した。次年度も継続したい。

本校の目指す資
質・能力の育成（教
養力・探究力・表現
力・協働力・自走
力）

豊かな人間性と社
会性の育成（生徒
指導の充実）

信頼される学校・
開かれた学校づく
りの推進


